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インド型稲のかんがいおよび施肥に関する研究
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西マレイシア水田の 4店I/を占める穀倉ケダー平原で

ぱ， Mudaかんがし計両により約10万haが1970年から

漸次二期作化される。これに対処して，その中心試験

場（北緯 5cくの島しょ湿潤型熱恐気候のちゅう積／習水

田）で主要品種の生育特性，蒸発散特性，水の効本的

利用や蒸散と他の生理作用の関係の解明を目的とし，

在来の感光性長期種と無感光性二期作用新品種の生育

特性を険討するとともに，気象要囚とも関連づげて稲

;)水分牛理の面から蒸発散鼈と要水鼠の推移を究明

し，次のような熟帯環境下における特色ある知見を得

熱帯におけるインド型稲の生育の特長

一期作用短期種（は種～収穫 135日以下）や在来い

密光袢中長期種（同150日以いでは有効分げつ期ぱ移

阻後3217llli後であり，それより 2週間後0)」511前後に

最高分げつ期に逹し，品f車の早晩や草型による差異は

少なし、G またえし、化分化～出穂の KL数と登熟 17数は品

種による幻よみられないil)で，生育日数の長い品種で

□最闊分けつ期からえい花分化の斯間が過長となる

ごく短期柿の Ria(IR 8) では LAI(集面積指数）

、文えし、花分化期ごろよりも出穂期iJ)}jが靡かったが，

他！囁種で1ま逆に出穂期に低卜の（唄向を小す現象が人

られた これは遇繁茂による下菜の生理的枯死や病古

こよろも J)で， 出穂期に認し、ーこすでに LAIが低ドナ

］）は熱常稲i乍］）ー特長・ こみられた、
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第 l図 10日間平均の蒸発散量と気象要因の推移

(Bahagia, 乾季作 1968)

ホしたく，蒸発散械の絶対量は牛.ff~I 数に比例するへ

気象条件の影聾を消去するに以水収支法による測

定値を計訴蒸発植 (Ern)で除し， それぞれ丞発比，

蒸散11::,蒸発散比を求め，これらは実用的に利用でき

ることを明らかにした，、
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第 2図 蒸発比，蒸散比，蒸発散比の推移

(Bahagia. 乾季作 1968)

第 2図のように，廣発比は稲0)牛訂にとも父し、 LAI

ビ負リ）相閃を示し械哀し，逆に LAIゾ)」f11大と悶叱す

る蒸散比と蒸発散比はほぼI司餡向を示しi肌増し，最高

分げつ期ころと出穂期、―;うに・.頂曲線 U)JI Iが，l,.られ

蒸発散量と蒸発散比なとの推移と LAIとの こ後期の山が極大（餡発散ltで U) 左ぷし， 'JI均

関係 の羨発比と茄散比ぱはぼ等し・'., 足発散」も、文各品柿

1 [又Ic'l J: りに喰発騎 (1し）は牛 仇期とも大差なく，平均 l.2 , しな，)t.::0まに｛酋/)丞散

育こともなし、；'.immから 2mm dayに漸減し，蒸散旦 、）］をあらわす~ 平位葉面積刈り依散比ぶ LAIJJ壻）、．

Tl は漸培して， 3mmこ'imrn'da¥'り 2ヒークを示 ともに指数Jill線的に減少ナるか，この菜散比ハ数伯，、；今

ナ泊長をたどり，合計の危発散琺 (ET) は s~7mm 本邦の稲こりビの LAI に認し、ても低く， 支~ ニLAI

da,・J汀)範囲にあり，各品種 t 作期と応ほぼ同一傾向を 印 5におし、てド限停たし、状態に迂ナるこ L,勺特色がみ
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られた^ 生育中後期には蒸散は LAIよりも気象硬因の影響を

有効由鼠を含む全用水鼠・（は種～収穫）は二こ期作用の 強く受げるのが特徴的である。

Bahagia (IR 5姉妹種）で乾季作 1,3-Hlmm(9.5mm 

1day), 雨期作には 980mm (7. -l mm/day) と見積ら 主要品種の耐肥性と収量構成要素の解析

れ，前者の3890増は蒸発散比は両作で差がないが，叶 二期作用新品柿は在米長期種に比べてもは数が著しく

器絡発駄が乾期作に増大するのがt因とみられた。 多く，茎菜のチノソ濃度が高く，単位葉面柏‘竹り乾物

牛産，叫慮後の乾物牛産やも人／わらltがまさり，耐

要水量の推移と品種・作期間差異 肥件が高いことがn忍められたへ長期稲は出穂後の乾物

I I; 竹り蒸散鼠と乾物牛．所は密接な関連をがした。要 生産が劣り，多肥により仔熟歩合，もみ／＇わら比が低

水星ば般に生育初期に高く，末期に長期種では極端 下し，耐肥件に乏しく要水畠に増大するつもみ／わら

に高まり，出穂期ごろは低く， w竹り蒸散量や乾物増 比はインド型稲の耐肥性を吟味するl農責指標と半IJ;-E

加量とほぽ逆の推移を示した。短期種では 17当り蒸散 された。

燒（水分要求度）の多い時期ほと乾物牛．産を増し，水 二期竹ハイロノト地区のサンプルでは，収畠は柁数

分を効率的に利用し虻水鼠は低下するが，在米の長期 や総えい花数と高い相関が認められ土が，総えし、花数

柿では蒸散量の多い時期ほと逆に要水拭ぱ裔まるとい の収量への寄lf-は，密柏による紐数増を介して成立す

う，水分効率の低し、ことが明らかになった。 るとみられた。 Bahagiaは Riaより穂数・総えし、化数

要水燒は品種固有の生育日数に支配され，ポ／卜の は劣るが，平均10:'oの増収と芯＇，た］）は，登熟歩合が

稲で 250~5:10の変異をぶし， 110 llの移柏後生育日 平均19笏も高しヽことが1悶りしており，登熟歩合の向L

数で比較すると乾手作 283-:017, 刷季竹： 320前後の も多収0)一嬰因となるっ

値を示した勺乾季作での所加はポノトと群洛状態の稲 別の水深と施肥法の試験結果では，追肥区のほうが

に共通する気象要囚による菜散星の増大が閃りしてい 甚肥区よりまさり，探水による減収程度は Ri11よ

るっ牛育日数や窯散砧の増加は一般に乾物総牛窟の増 Bahagia より大てあ）たことから，小良環J立の多し、農

大をもたらずが，長期種では柏重低ドの餡向がみら 家水口ては Riaの向耐肥・多収性は発揮されにくく、

れ， •こ期作用短期種の優位『［は水利用と［実生I栴効字 B;:1hagiaの方が適応件が高し、こどが1'1_証されたr

り L:カ、ら認められたっ

蒸発散と気象要因との関係

蒸散や然発散の気化の熟源となる日射エネルギーや

日照時数は，気象条件を代表する叶器蒸発量とか↑より

0)相閃がみられ， 11射燒の約7:500が菜発散に利用され

ると概算されたっ気象要因リ）叶器蒸発鼠， Ll照時数，

相対湿度 (10日間平均）などは生育各時期の丞発散鼠

とかなりの相関がみられるが（第 1図）， とくに生育泊

期（ほほ設靡分けつ期まで）蒸発鼠や中後期蒸散いと

各品種とも商い相関が認められた。すなわち柏被が形

成されるまでの過程では株間蒸発は気象要因，蒸散は

牛ff状態を代表する LAIに支配され， 柏被完成後0)
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